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はじめに

　愛知県をはじめとする東海地域は，日本語を第二言

語として学ぶ，いわゆる「日本語指導を必要とする外

国籍児童生徒」が全国でもっとも多い地域である。小

中学校教員だけでなく，地域のボランティアも日本語

教育に積極的に関与している。しかし，両者の連携の

あり方や具体的な方法についてはまだ手探りの段階に

あり，そもそも外国籍児童生徒が必要とする日本語の

力とはどのようなものであり，彼らにどのような支援

が必要なのか，という根本的な問題に対する理解を共

有することが必要ではないかと思われる。

　そこで，この研修会では，年少者の日本語教育に数

多くの提言をしてこられた川上郁雄氏（早稲田大学大

学院日本語教育研究科教授）を講師に迎え，第二言語

として日本語を学ぶ子どもたちの言語能力を測る尺度

である「JSL バンドスケール」を使った調査と実践に

ついて講演していただき，岡田安代氏（愛知教育大学

教授）にもコメントを加えていただいた。

　なお，この事業は総長裁量経費（地域貢献特別支援

事業）の支援を得て実施された。

【参加者】

　平成19年３月10日，名古屋国際センター別棟ホール

で，小中学校教員・日本語ボランティア研修会「日本

語を母語としない子どもの日本語教育を考える」を開

催した。参加者は，小中学校教員21名，日本語ボラン

ティア53名，その他（日本語ボランティア希望者，大

学教員，大学院生等）17名，これに主催者側のスタッ

フ８名を加えて，計99名である。川上郁雄氏の講演「『移

動する子どもたち』の言語教育をどう支えるか― JSL

バンドスケールを使った調査と実践」に続き，岡田安

代氏（愛知教育大学教授）のコメントがあり，参加者

との質疑応答が行われた。（案内チラシ参照）

【講演】「『移動する子どもたち』の言語教育をどう支

えるか―JSLバンドスケールを使った調査と実践」（川

上郁雄・早稲田大学大学院教授）

（要旨）

　今日は，まず，第二言語として日本語を学ぶ，JSL

（Japanese as Second Language）の子どもたちの現状

をお話し，その課題を明らかにします。次に，学校と

ボランティアと行政の関係，さらに大学の役割につい

てお話し，最後に，それらのよりよい関係性を構築す

るための提言をしたいと思います。

　それでは，まず，「JSL バンドスケール」とは何か

を知っていただくために，ビデオを使います。このビ

デオは，神奈川県の愛川高校で撮影されたものです。

JSL バンドスケールとは，JSL の子どもたちの言語能

力を測る尺度（ものさしの束）ですが，言語能力の判

定が目的ではなく，それに基づいて，子どもたちに必

要な言語能力とは何かを議論するための出発点になる

ものです。

　JSL バンドスケールはオーストラリアの ESL

（English as Second Language）バンドスケールを下

敷きにして考案されたものです。その根底にある問題
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意識は，多言語環境下にある子どもの言語習得にはど

のような特徴があり，どのような困難があるのかとい

うものです。子どもの言語能力を測るとき，例えば，

ひらがなが書けるかとか，漢字が読めるかなど，どう

しても「読み書き」を中心にした国語教育の視点で考

えてしまいがちです。ところが，家庭や学校で複数の

言語に接する子どもたちの言語習得の過程を捉えるに

は，言語と認知発達上の諸特徴や教育歴，母語の影響

なども視野に入れなくてはなりません。JSL バンドス

ケールの根底にある言語観は，ことばが語彙や文法と

いった構造的知識と社会言語学的な語用論的知識から

なる「言語知識」だけでなく，話題の知識や過去の感

情的な経験からなる「メタ認知的方略」によって支え

られているというものです。ことばを操る能力とは，

選択された意味の結合体であるテクストを読み解く力

であるという言語観なのです。これは第二言語の習得

と母語力や母語の経験が相関するというカミンズ（J. 

Cummins）の「二言語相互依存の仮説」とも関連し

ます。

　子どもたちの日本語能力の発達段階を知るために，

小学校低学年の「話す」力のレベル１から７まで具体

的に抜き出してみましょう。レベル１は「日本語に初

めて触れる」段階，レベル２は「日常生活でよく使う

決まった日本語表現を理解し始め，身近な環境で日本

語を話すことを試み始める」段階です。以下，「学校

生活やクラス内で使われる日本語に慣れ，日本語を学

習し始める」段階（レベル３），「習った日本語を試そ

うとしたり，自分がじかに触れる社会環境を超える範

囲で日本語を使用しようとしたりする」段階（レベル

４），「広い社会的文脈で日本語を使用する力が定着し

てきている。しかし，学習上の複雑な内容を表現する

力は限られている」段階（レベル５），「ほとんどの社

会的文脈で十分に日本語を使えるようになる。学習上

の文脈でも十分に日本語を使えるが，部分的な欠如も

ある」段階（レベル６），「すべての社会的文脈，学習

上の文脈で十分に日本語を使用できる」段階（レベル

７）の順です。皆さんはこのうち，「日本語指導が必

要な子ども」はどのレベルまでの子どもだと思います

か。実は，もっとも高いレベル７でもまだ支援が必要

です。このようなレベル判定は，判定することに意味

があるのではなく，どのレベルにどのような支援が必

要であり，どのような補助があれば何ができるのかを

知ることが重要なのです。

　そこで，スキャフォールディング（Scaff olding）と

いう考え方が参考になります。これはギボンズ（P. 

Gibbons）が指摘していることですが，スキャフォー

ルディングとは家を建てるときに使う足場のことであ

り，家が完成するとはずすものです。つまり，自分で

できるようなるまで支えてあげることです。支援をし

ていると，どうしてもすぐ教えてしまいがちです。と

ころが，その子どもが次に同じ問題に遭遇したときに

ひとりで解決できるかというと，それはまた違う目

で見ないと分かりません。ヘルプ（Help）がスモー

ルステップですべて準備してあげるのに対し，スキャ

フォールディングはその場面で必要な力を育てていく

ことを重視します。自転車に乗れない子を後ろで支え

てあげ，少し乗れるようになると徐々に手を離してい

くのと同じだと考えれば分かりやすいでしょうか。私

たちはどうしても目の前の子どもに「日本語を入れる

こと」だけに集中しがちです。取り出し指導で一対一

で指導するときにはそれでいいかもしれませんが，在

籍クラスでの授業にも学びがあります。ですから，担

任の先生もこのことを踏まえて指導してもらわなけれ

ばなりません。また，ボランティアにも，在籍クラス

で何が必要であり，その子が必要な力とは何なのかを，

担任の先生と一緒に考えていくことがもとめられので

はないでしょうか。

　最後に，早稲田大学が2002年度から新宿区の教育委

員会と協定を結んで，大学院生をボランティアとして

学校に派遣している事業について紹介します。これを

私は「早稲田モデル」と呼んでいるのですが，日本語

教育の実践教育として，大学院教育に位置づけていま

す。学生たちは現場に行き実践をし，その経験を持ち

帰って議論をします。それを繰り返すうちに学生たち

は変化・成長していきます。したがって，このシステ

ムは単なる派遣システムではなく，支援システムでも
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あると同時に日本語教員養成システムでもあるので

す。新宿区の大久保小学校，西早稲田中学校に続き，

2006年度から先ほどビデオで紹介した神奈川県立愛川

高校や目黒区でも，大学院生たちが JSL バンドスケー

ルを使った調査と実践を行っています。このモデルの

中心的な課題は，子どもにとって必要な日本語の力と

何なのか，それをどうやって把握し，伸ばしていくの

か，ということを学校や行政と一緒に考えていくこと

であり，JSL バンドスケールはそのための「共通の言

語」だと考えているのです。

　もう10年以上前から，さまざまな場所で連携が必要

だということが盛んに言われています。私が関わって

きた経験では，人と人をどう繋ぐか，ネットワークの

構築というようなことが議論されます。では，ある団

体と別の団体が結びつけば，また行政に予算がつけば，

子どもたちの教育が良くなるのかというと，問題はそ

う簡単ではないと思います。子どもにとって必要な日

本語の力が何なのかを考えるためには，何よりもまず

子どもを見ないとだめです。しかし，担任の先生も忙

しい，だから日本語の先生に任せている，行政は行政

で予算をつけることだけに熱心で，加配の先生を送れ

ばいいと考えている，というような状況がありがちな

のではないかと思われます。子どもたちの日本語の力

を伸ばすには何が必要で，それをどうやって伸ばして

いくのか，そのために教師やボランティアは何ができ，

行政はなにができるのか，それを議論し続けていくこ

とが大切なのです。先ほど紹介した「早稲田モデル」

や JSL バンドスケールを使った調査と実践の意義を

皆さんもそのような視点で捉えなおしていただければ

幸いです。

【コメント】岡田安代氏（愛知教育大学教授）

　愛知教育大学では，2005年度現代 GP に「外国人児

童生徒のための教材開発と学習支援」が採択され，小

中学校への学生派遣や教材開発を行っております。刈

谷市，知立市，豊田市という３市の教育委員会と協定

を結び，教育委員会が各学校のニーズを吸い上げて大

学側に協力を要請するという形になっています。派遣

する学生は当初は日本語教育コースの学生が中心だっ

たのですが，他の専攻の学生にも広がっております。

教材開発のついては，算数の文章題を手始めに教科書

のリライト教材を開発しております。学生派遣や教材

開発の中心になっているのは「リソースルーム」でし

て，大学院生が詰めておりますので，ご連絡いただけ

れば皆さんからのご相談に対応できると思います。

【質疑応答】

Q．バンドスケールのレベル判定についてですが，複

数の支援者による共通理解はどのように成立するので

すか。

（川上）バンドスケールのレベル判定は主観的な判断

です。複数の支援者がそれぞれの主観的な判断を出し

合い，突き合せましょう，そうやって子どもの力の立

体的な把握をしていきましょう，と言っているのです。

子どもの力というのは多面的，動態的で変わりいくも

のなんですね。場面によっても変わりますので，それ

を客観的に捉えるのは非常に難しいと思います。その

ことよりも，支援者がその子どもとの関係性のなかで

私にはこう見えたんだとか，こういう支援をするとど

ういう効果があったのか，という情報が非常に大切で

す。その情報を持ち寄ってその子どもに対する指導の

仕方を話し合い，理解することが大切です。つまり，

子どもの言語能力の協同的把握から協同的支援につな

げる道筋をつけるのがバンドスケールの役割なので

す。バンドスケールが「共通の言語」だと申し上げた

のはそういう意味ですし，このことは教員の資質向上

にもつながります。

Q．「メタ認知的能力」という用語についてもう少し

詳しく説明していただけますか。

（川上）メタ認知とは，ものを判断するときに，今まで

経験したことがあるものを踏まえてあることを理解す

ることをいいます。メタ言語能力というのもあり，言

語を例えば子どもが日本語を初めて見たときに，「これ

が文字だな」と判断できれば，ある意味でメタ言語能

力があるということになります。大人が新聞を見てい

ると，自分は新聞を読めなくてもそれは読むものなん

だということが分かる，それがメタ認知的な能力です。

もし，その子が母語で教育を受けていれば，メタ認知的，

メタ言語的な能力が育成されているんですね。教室に

入ったとき壁に貼ってある紙（時間割表など）が何な

のか，たとえ日本語が読めなくても分かるわけです。

これらの能力の育成も言語能力を高めていくために必

要なものであり，ただ言葉を注入することだけに集中

するのは問題です。それらの能力を視野に入れた教育

支援が必要だということを申し上げたかったのです。
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Q．バンドスケールによる実践においても，子どもと

子どもとの関係作りが重要だと思いますが，川上先生

の考えをお聞かせください。

（川上）ご指摘の通りだと思います。子どもは周りの

子どもたちとのやりとりのなかで言語能力を伸ばして

いきます。ですから，取り出し教育で日本語を支援者

から学ぶだけでなく，在籍クラスでの担任や他の子ど

もたちとのやりとりのなかで学ぶことが重要になりま

す。今日のキーワードの一つが「多文化共生」ですが，

JSL の子どもに日本語を教えるだけでなく，その子と

周りのいる子どもたちとを一緒に教育していくのが多

文化共生教育なのです。

【アンケートの結果から】

　参加者：91名（主催者側８名を除く）

　　・小中学校教員：21名

　　・日本語ボランティア現職者：53名

　　・ その他（日本語ボランティア希望者，大学教員，

大学院生等）：17名

　アンケート回答者：54人（回収率59％）

⑴ 研修会の内容は期待に沿うものでしたか。

・期待以上で，とても満足した。　：18名（33%）

・期待通りで，まあまあ満足した。：28名（52%）

・やや期待はずれだった。　　　　：５名（９%）

・まったく期待はずれだった。　　：０名

　　　　　　　　　　　　　　　　　（無回答：３名）

⑵ 今後，どのようなテーマの研修会をご希望ですか。

○ 学校，教員，日本語教師，ボランティア，行政，教

育委員会，それぞれがそれぞれの立場で，うまく連

携できるように，提案してもらえる研修会（このよ

うな会に行政，教育委員会関係者があまり参加しな

いので）。

○  JSL の子ども達の支援をしたいと思っています。

スキルアップのための研修会があると嬉しいです。

○  JSL バンドスケールについてもっと詳しく（実際

のものを見てなど）教えていただける研修会を希

望します。

○ 外国人児童生徒を担当する教員の支援について（日

本語教育の経験がない教員に対する支援など）。

○ 外国籍の子ども達の教育問題，現状の報告が知りた

いと思います。

○ ボランティアとして学校にどう関わっていくかにつ

いて

○ ボランティアと教員との関係

○ ボランティアとして子ども達にできること，やるべ

きことはなんでしょうか。私は地域の日本語教室で

子どもクラス（基礎レベル）を支援しています。学

校でどのような活動をしているのか，どのような状

況であるのかなどはまったく分かりません。そんな

わたしにできることはいったい何なのでしょうか。

○ 外国人児童生徒に対して，具体的な実践や教材につ

いてもっと詳しく知りたいと思います。また，児童

の言語，文化と日本語，文化について，児童の文化

を保護しながらどのように日本に適応させていく

か，ということをもっとくわしく知りたいと思って

います。

○ 「言語を学びとる＋言語を教える」という双方向の

テーマを希望します。日本語を習得させるのではな

く，日本語を話す側も相手の言語について関心を持

ち学ぶ姿勢も必要かなと感じました。

○ 実際に現場で体験したことなどを詳しく聞いてみた

いです。

○ 具体的な教材に対して，外国人児童の教材について，

もっとくわしく。

○ 外国人に日本語を教えていく時に問題となる敬語，

日本語の発音，その他実際のテーマにそって，教え

方等の研修会にしてほしい。

⑶  この研修会に関するご意見，ご感想をご自由にお

書き下さい。

○ バンドスケールは非常に主観的なものだから，いろ

いろ付け合せが必要ということ，「ことばの力」をつ

けさせることが大切だということが聞けてよかった。

○ 貴重な機会だと思います。年に１回ではなく，２回，

３回と増えていくことを望みます。

○ 指導にあたっての心構え，ポリシーを押さえていた

だいたので，とても参考になりました。

○ カリキュラムに頼ったら，人間（子ども達）を見な

くなる，という川上先生の言葉の大切さがよく分か

りました。今後の子ども達との接し方の基本とさせ

て頂きます。

○ 子どもに目を向ける，全人格的に対峙する，という

教育の根本的なことを改めて考え直すきっかけとな

りました。



－1 1－

○ 「子どもが必要としていることを支援」からはずれ

ないように，教材作りが目的にならないように，大

切ですね。

○ 外国人生徒の言語能力を引き出し，外国人生徒の力

や能力をサポート，支援するという説明のときの川

上先生の力説ぶりは，とても力がこもっていました。

○ 子ども達が移動する場合，各自の JSL バンドスケー

ルの結果を持って移動するようになれば，新しい学

びの場でも把握しやすく，継続した学習をする目

安になると思います。学校教育の場面で，このバン

ドスケールが一般的に使用されていくことを望みま

す。

○ 隣の席の方と情報交換ができたのも良かったです。

話し合う時間を取り入れて下さって，嬉しかったで

す。

○ 講師の先生，参加者との意見交換がとても参考に

なった。

○  JSL 生徒の現状をいままで知らなかったので，と

ても参考になりました。

○ バンドスケールについて初めて知ったので，とても

興味深かったです。ボランティア教室でも利用可能

だと思うので，参考にしたいと思います。

○ 川上先生がおっしゃられたバンドスケールが広がっ

ていくことも大切ですが，それ以前に，外国籍の児

童の幅広い面での（学校で担当になった教師だけに

とどまらず）支援と理解が必要だと思います。

○ 川上先生の見方，考え方を実践したいと思います。

それと同時に，教える内容やカリキュラム化も必要

で，川上先生の考え方を入れ，何が大切かを伝え合

い，話し合っていこうと思います。主催者側は，こ

うした内容を一般，行政にぜひ伝えていただきたい

と思います。

○ 外国人の労働者についてのニュースが増えていま

す。児童・生徒やその親という家族単位でフォロー

していくことが必要かもしれません。外国人は「問

題を起こしている」と見られがちです。問題に至る

背景を日本人が知ることからスタートしてはどうか

と思います。生活に必要な知識の提供など，総合的

なフォローが日本に暮らす人々（日本人も海外から

の人も）の生活を向上させると思います。日本語の

教育もその一環でしょうか。私も実践できたらと思

います。

○ もう少し具体的な説明が聞きたかったです（とくに

JSL バンドスケールについて）。

○ 専門教員の養成，国，行政が責任を持って，今，日

本で学童期を過ごすことになった子ども達に教育す

べきということをずっと思っていたので，今日のお

話で本当に同感でき，よかったです。ある一人の子

どもに関わる関係者がどこで支援しようとも，とも

にその子をどう見ているか，共通認識を持つ手立て

はぜひ必要だと思いました。

【今後の課題】

　留学生センター，㈶愛知県国際交流協会，㈶名古屋

国際センター，東海日本語ネットワーク，四者の連携

事業は今年度が５回目となる。回を重ねるたびに参加

者も増え，過去３年は100人前後の参加者を得ており，

この研修会に対する期待の大きさがうかがえる。地域

の日本語ボランティア，小中学校教員や語学相談員等

の関係者が同席しての研修会は，多様な情報を得る貴

重な機会となっている。

　今回の研修会では，21名の小中学校教員の参加を得

たのが成果である。しかし，外国人児童生徒をめぐる

諸問題の解決には，現場の加配教員や語学相談員の努

力だけでなく，周りの教員のバックアップが不可欠で

ある。この研修会に出てこないような学校関係者にど

うやって関心を持たせるか，という点が今後の課題と

してあげられる。また，地域の日本語ボランティアと

学校との関係についても，今回の研修会でも，問題提

起はされたものの，両者の意見交換が十分になされた

とはいえず，さらに議論を深める必要がある。そして，

講師の川上教授が推進する「早稲田モデル」のような，

大学の取り組みについても，この地域でも議論しなけ

ればならないだろう。愛知教育大学の岡田教授のコメ

ントによれば，近隣の市町村からの学生派遣の要請は

増え続けているものの，そのシステムを運営していく

には困難（例えば，学生の交通費をどこから捻出する

のか等）も少なくないようである。

　過去数年間，四団体による共催事業を継続してきて

感じるもっとも大きな課題は，この研修会の成果をど

うやって行政に反映させられるか，という問題である。

研修会に行政の担当者が同席できるよう，新たな施策

を提言していくための努力がもとめられるだろう。四

者の連携をさらに意味あるものにしていくためにも，

今後は，行政へのアピールを意識した活動を模索して

いきたい。
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